
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2014

11 月 6 日㈭、兵庫県民会館において兵庫県・兵庫県生協連 共催「第 17 回監事研修会」を開催。19 生協 37 名が参
加しました。兵庫県生協専門検査員　税理士・公認会計士 押田 大輔 氏より、監査の基本、決算関係書類等の見方、勘定
科目別監査のポイントなどをわかりやすくご講演いただきました。（関連記事 P.3）
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私
が
コ
ー
プ
こ
う
べ（
当
時
の「
灘
神
戸

生
協
」）
に
入
所
し
た
の
は
、
1
9
8
1

年（
昭
和
56
年
）、
コ
ー
プ
こ
う
べ
創
立
60

年
に
あ
た
る
年
で
し
た
。
6
月
に
は
創
立

60
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
東
京
か

ら
来
神
さ
れ
た
賀
川
豊
彦
夫
人
の
ハ
ル
さ

ん
と
4
世
代
に
わ
た
る
組
合
員
家
族
が
登

壇
さ
れ
た
こ
と
を
、
今
で
も
強
烈
に
記
憶

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
生
協
設
立
と
ほ

ぼ
同
時
に
組
織
さ
れ
た
「
家
庭
会
」
の
記

録
が
、『
私
た
ち
の
歩
み
〜
婦
人
活
動
60

年
』
と
し
て
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
幸

い
な
こ
と
に
当
時
広
報
部
門
に
所
属
し
て

お
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
同
行
や
資
料
収
集

の
サ
ポ
ー
ト
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

の
経
験
か
ら
感
じ
た
の
は
、
コ
ー
プ

こ
う
べ
の
歴
史
的
特
徴
の
一
つ
は
、
組
合

員
主
婦
に
よ
る
自
主
的
な
組
織
「
家
庭
会
」

の
存
在
と
、
そ
の
取
り
組
み
が
現
在
の
組

合
員
活
動
の
す
べ
て
の
源
流
と
な
っ
た
点

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
創
立
60

年
の
こ
の
時
期
は
、
高
度
経
済
成
長
を
背

景
に
組
合
員
数
が
急
激
に
増
加
し
、
そ
れ

に
対
応
す
る
た
め
に
自
主
的
組
織
で
あ
る

「
家
庭
会
」
を
解
散
し
新
し
い
組
合
員
組

織
づ
く
り
に
着
手
し
た
時
期
で
し
た
。
但

し
、
そ
の
精
神
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、

そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
う
ま
れ
て

い
き
ま
し
た
。
当
時
の
家
庭
会
の
指
導
者
、

永
谷
晴
子
さ
ん
の
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
少
し
長
文
で
す
が
、
以
下
に
引
用
し

て
み
ま
す
。

「
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
わ
な
い
で
、

ま
ず
謙
虚
に
学
び
ま
し
ょ
う
。
学
ぶ
心
を

失
っ
た
ら
、
そ
の
人
の
進
歩
は
止
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
知
る
こ
と
だ
け

で
は
行
動
を
お
こ
す
力
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
知
識
が
腑
に
落
ち
て
、
初
め
て
本
物

の
行
動
力
に
な
り
ま
す
。
良
い
と
わ
か
っ

た
ら
周
り
の
二
人
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
無
理
を
し
て
も
、

人
の
役
に
立
つ
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
」

い
ま
コ
ー
プ
こ
う
べ
で
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
等
の
方
式

を
活
用
し
組
合
員
学
習
や
職
員
教
育
を
進

め
て
い
ま
す
。
手
法
は
違
っ
て
も
、“
学

び
を
行
動
に
つ
な
ぎ
、
よ
り
良
き
こ
と
を

生
き
た
言
葉
で
周
囲
に
広
げ
る
こ
と
が
生

協
運
動
の
基
本
で
あ
る
”
こ
と
を
認
識
さ

せ
て
く
れ
る
言
葉
で
す
。

大
切
に
守
る
べ
き
こ
と
と
改
革
す
べ
き

こ
と
を
し
っ
か
り
見
極
め
進
ん
で
い
き
た

い
と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

生活協同組合コープこうべ
常勤理事

山添　令子
（やまぞえ・れいこ）

少しだけ無理をして、
人の役に立つ喜びを
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11月17日㈪、兵庫県民会館において、兵庫県「阪神淡
路20年 -1.17は忘れない -」ひょうご安全の日推進県民
会議 総会が行われ、構成団体のひとつである兵庫県生
協連事務局3名が参加しました。
「ひょうご安全の日県民会議」では、阪神・淡路大震

災20年を前に、毎月17日を「減災活動の日」に定めて、
地域での取り組みを推進しています。今回は、構成団体
を代表して6団体より「減災活動」の取り組み報告が行
われ、兵庫県生協連 三宅 康平 専務理事が「阪神・淡路
20年の取り組み状況報告」と題して、7月「国際協同組
合デー」、9月「災害対策委員会」「兵庫におけるポスト
国際協同組合年を考える集い」、10月「兵庫県生協大会」
など、震災20年をテーマに実施した取り組みを報告。「“命
を守る4つの実践”（耐震化・室内安全・備蓄・避難）に
加え、地域の防災・減災活動に参加し、地域のつながり
を大切にすることが減災につながる」と話しました。

また、兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）」
の状況報告や、阪神・淡路大震災復興住宅で健康相談を
実施した兵庫県看護協会の「まちの保健室」の取り組み
が東日本大震災の支援活動にもつながっていることを報

告。兵庫県立大学学生災
害復興支援団体（LAN）
の福島県相馬市での農業
支援の報告や、神戸市か
らは、地震発生時の3つ
の安全行動「①姿勢を低
く②頭を守って③動か
ない」の手軽な防災訓
練「シェイクアウト訓
練」の来年1月の実施に
ついての報告がありまし
た。最後に、人と防災未
来センター 河田 惠昭 セ
ンター長が「震災で学ん
だ経験と教訓を発展さ
せ、あらゆる災害に備え
る」ことの大切さを訴えました。震災20年の節目を迎え
る、来年1月17日㈯に開催される「ひょうご安全の日の
つどい」。「伝える」「備える」「活かす」を県内各地で呼
び掛け、次代につなげる取り組みが広がっています。

第17回
兵庫県・兵庫県生協連 共催

「監事研修会」を開催
11月 6 日㈭、兵庫県民会館において兵庫県・兵庫県生協連共催による「監

事研修会」を開催。この研修会は、生協運営の健全な発展に果たすべき監
事の役割と監査の実務のあり方を学び、今後も健全な生協運営を実施して
いただくために計画したもので、当日は19生協から37名が参加しました。

はじめに、兵庫県企画県民部消費生活課 主幹 西谷美貴氏より「監事の役割と指導検査
で見受けられる問題点」と題し、監事の役割や運営面・経理面での指導検査での問題点
について講演をいただきました。

次に「決算書の見方と監査のポイント」と題して、税理士・公認会計士（兵庫県生協
専門検査員）・押田 大輔 氏より、監査の基本、決算関係書類等の見方、勘定科目別監査
のポイントなどについてご講演いただきました。また、参加した役職員・監事からは「講
義の中の勘定科目ごとの監査のポイントは日常の業務の中でも“注意すべきポイント”
ですので参考になりました」「今年、指導検査があるので指摘、講評事項等は参考になっ
た」「事例をあげて、もう少し詳しい内容の説明もあるとよい」「監事さん同士の交流もはかりたかった」など
の感想が寄せられたほか、熱心に質問を行い監事監査に対する関心の高さが感じられました。

教訓を学ぶ、危険を知る
〜「阪神淡路20年 -1.17は忘れない -」ひょうご安全の日推進県民会議 総会〜報告

2015年 兵庫県生協連  第10回 新春トップセミナーのご案内
■開催日時：2015年 1月10日㈯ 14時〜17時
■スケジュール：
　

▲

14時〜15時15分
　　記念講演会（トップセミナー）／県民会館12階「1202」
　

▲

15時30分〜17時
　　賀詞交換会／県民会館7階「鶴」
■参加対象：会員生協・団体 理事長、常勤（非常勤）理事、監事、職員、
　　　　　  兵庫県生協連 理事・監事
■定　　員：80名
■参 加 費：お一人　3,000円

■記念講演：

「消費者市民社会の実現に向けて
　　　　　 〜生活協同組合への期待〜」
■講　師：公益財団法人消費者教育支援センター

　　　　　総括主任研究員　柿野 成美氏

■参加申し込み・お問い合わせ：
兵庫県生協連　TEL 078-391-8634

監査のポイントについて熱心に聴き入る参加者

ひょうご安全の日推進県民会議 会長
井戸 敏三 兵庫県知事が挨拶されました

被災と復興の教訓について報告
する三宅 専務理事

兵庫県生協専門検査員
押田 大輔 氏
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組合員の掛け金を守り、組合員のための共済を
〜2014年度 兵協連 共済生協部会 研修会〜

〜兵協連第2回「東日本被災地支援活動」報告〜
被災者に寄り添う継続した支援を…

会員生協の尼崎医療生協、神戸医療生協では、発災以来
宮城県亘理郡山元町を中心に定期的、継続的な生活支援活
動を行っています。兵庫県生協連では、9月に続き、11月
7日㈮〜8日㈯ 山元町花釜地区での支援活動に、生活クラ
ブ都市生活 丹治耕造さん、宝塚医療生協 田中剛さん、兵
庫県生協連 三輪 薫 事務局次長の3名が参加しました。

7 日夜、槻木町の「虹の架け橋復興支援センター」に到着。
神戸医療生協 3 名、民医連、学生メンバー 5 名の方々と翌
日の打合せをしました。

8 日午前、各県1か所保存の震災遺構に決定した中浜小学校を視察。次に、旧 JR 山下駅横の「みんなの
写真館」を見学しました。

その後、花釜地区の「地域訪問」では、ご家族の健康状態や自治体への要望などの聞き取りを実施し、「震
災後、地区内にあった個人商店の閉店が続き、これまで近くで出来ていた買い物などができなくなり、不便
になっている」「津波で傷んだ家のリフォームや建て替えのため、出費がかさんでいる」ことなどを伺いました。
また、牛橋区民会館にて「健康チェック」も行いました。

昼食時、牛橋区民会館での「いも煮会」に参加。みやぎ県南医療生協の児玉常務が合流され、午前中の活
動についての報告と意見交換を行いました。

午後は、みやぎ県南医療生協の渡辺さんのご案内で、亘理町鳥の海、亘理町千年の丘、岩沼市仙台空港近
辺、名取市閖上地区、若林区荒浜地区など被災地を視察しました。

山元町での支援活動はこれからも続いていきます。会員生協の中
で独自の活動ができない場合は、こうした活動へ合流させていただ
くことで、被災地の現状を知ることができ、また活動を通して生協
が果たしている役割を学ぶことができます。参加者同士の交流や情
報交換も進みました。みやぎ県南医療生協作成の「被災地支援 3 年
の取り組み」DVD の貸し出しが可能です（兵協連までご連絡くだ
さい）。兵協連は今後も支援活動への参加を呼びかけていきます。

11月12日㈬、兵庫県民会館において「共済生協に
おける組合員対応上の法務ノウハウ・知識」をテーマ
に「共済生協部会 研修会」を開催。共済生協の役職員、
事務局あわせて17名が参加しました。この研修会は弁
護士 寺尾 祐志 氏を講師に迎え、共済事故多発者や共
済金詐取行為、反社会的勢力などへの留意点を、具体
的事例をふまえながらお話いただきました。

共済生協は、組合員への最大奉仕「助け合い」を理
念としていることから、実務上の毅然とした法務対応が必要となる事案や場面に際し、新たな法務的課題に

合わせた事業体制や業務フローが必要になることも多くなっています。
参加者からは「いろいろな事例を聞くことができて参考になりました」「反社排除

の条項の導入を検討したい」「“組合員の貴重な掛け金を守る”という気持ちで対応す
ることが大切と分かった」などの感想が寄せられました。

この研修会では、共済事業を取り巻く環境が厳しさを増すなかで、共済の不正請求
に対しては、組合員のみなさまからお預かりした大切な掛け金の適正な運用を行って
いくために、改めて「組合員のための共済」の気持ちを新たに事業推進していけるよ
う取り組みます。

いも煮会で交流を深めました

講義される 弁護士
寺尾 祐志 氏

支援のみなさまと旧 JR 山下駅にて
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ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
で
は
、
東
日
本
大

震
災
被
災
地
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ

の
度
、
10
月
い
っ
ぱ
い
、
職
員
と
組
合
員

を
岩
手
県
大
船
渡
市
に
順
次
派
遣
、
各
仮

設
に
暮
ら
す
被
災
者
と
の
交
流
や
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

事
前
に
練
習
し
て
臨
ん
だ
、
脳
ト
レ
に

も
な
る
歌
体
操
を
仮
設
住
宅
に
暮
ら
す
被

災
者
と
一
緒
に
実
演
。「
ミ
カ
ン
の
花
咲

く
丘
」「
大
き
な
栗
の
木
の
下
で
」
の
歌

を
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
楽
し
か
っ
た
」「
毎
日
、
お
風
呂
上

が
り
に
体
操
し
て
い
ま
す
が
、
今
日
か
ら

歌
体
操
を
取
り
入
れ
ま
す
」「
ミ
カ
ン
の

花
咲
く
丘
は
、ン
十
年
前
の
学
芸
会
以
来
。

白
い
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
歌
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
、な
つ
か
し
か
っ
た
」
と
好
評
。

ま
た
、「
津
波
は
予
報
が
出
て
か
ら
直

ち
に
身
ひ
と
つ
で
高
台
に
逃
げ
れ
ば
い

い
。
し
か
し
地
震
は
い
つ
来
る
か
わ
か
ら

な
い
の
で
、津
波
よ
り
地
震
が
恐
ろ
し
い
」

と
印
象
的
な
お
話
も
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

市
内
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、「
写
真
返
却

中
」
の
幟
が
立
ち
、
津
波
で
散
逸
し
た
持

ち
主
不
明
の
写
真
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
婚
礼
の
写
真
も
多
く
あ
り
、

胸
を
熱
く
し
た
支
援
行
動
で
し
た
。

（
通
信
員
　
古
市 

賢
二
）

9
月
25
日
㈭ 

豊
岡
市
の
新
田
地
区
公

民
館
で
、
生
協
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
企
画
と
し
て
「
2
0
1
4
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
ス
タ
ー
ト
集
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
豊
岡
市
の
運
動
指
導
員
、
浦
上
美
佐

子
先
生
を
お
招
き
し
て
、
正
し
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
し
か
た
を
学
び
ま
し
た
。
先
生

の
お
話
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
歩
き
方
の

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。
笑
顔
で
歩
く

こ
と
も
大
切
と
の
こ
と
で
、
十
分
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
た
あ
と
、
み
ん
な
笑
顔
で
軽

や
か
に
歩
き
ま
し
た
。

10
月
8
日
㈬ 

今
話
題
に
な
っ
て
い
る
、

朝
来
市
の
竹
田
城
跡
に
21
人
で
行
き
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
う
え
歩
き
や
す
い

道
だ
っ
た
の
で
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
楽
し
く
散
策
で
き
ま
し
た
。
城
下
の
町

並
み
を
眺
め
な
が
ら
昼
食
を
楽
し
み
、
そ

の
後
城
跡
を
一
周
し
ま
し
た
。
所
ど
こ
ろ

ガ
イ
ド
さ
ん
が
い
て
、
丁
寧
に
説
明
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
け
が
等
な
く
、
全
員

元
気
に
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

10
月
19
日
㈰ 

ろ
っ
ぽ
う
診
療
所
駐
車

場
で
、
第
16
回
健
康
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

し
た
。
昨
年
は
雨
で
中
止
で
し
た
が
今
年

は
晴
天
で
、
約
4
0
0
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
よ
さ
こ
い
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
太

鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
う
た
ご
え
等
た
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
、
手
作
り

の
お
い
し
い
食
べ
物
も
大
好
評
で
完
売
し

ま
し
た
。

10
月
24
日
㈮ 

秋
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
、
京
丹
後

市
の
「
花
ゆ
う
み
」
で
行
い
、

59
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
豪
華

賞
品
、
昼
食
、
温
泉
付
き
で
、

日
帰
り
旅
行
気
分
が
味
わ
え
た

と
好
評
で
し
た
。

（
通
信
員
　
春
木 

圭
介
）

約 400 人が来場

一段が高い石段

ろ
っ
こ
う
医
療
生
活
協
同
組
合

た
じ
ま
医
療
生
活
協
同
組
合

被
災
地
・
岩
手
県
大
船
渡
市
へ

仮
設
で
歌
体
操

生
協
強
化
月
間
中
の
取
り
組
み
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JA 兵庫西Ｊ
Ａ（一財）兵庫県水産振興基金Ｊ

Ｆ

洲本市五色町は明治以前からサワラ
漁が盛んな地域であり、今もサワラが

「市の魚」に指定されています。この
サワラは、往時から大漁時に地域住民
へ振舞われたり、田植え作業の無事の
終了を祝う魚として食べられていたと
のことです。そのような食文化を伝承
しようと今年度から、JF 五色町（播磨 孝次組合長）
をはじめ五色町商工会、地域飲食店、市、県からなる

「淡路島サワラ食文化推進協議会」を立ち上げ、食文
化の再興とともに地域の活性化に取り組んでいます。

10月 7 日㈫には“文化を伝えるには、子供たちの理
解が重要“と 同市立都志小学校6年生を対象に料理教
室を開き、サワラの刺身やタタキのほか、醤油とミリ
ンで作ったタレをかけた「ヅケ」をご飯の上に載せた

「生サワラ丼」を作り、少し食べた後にサワラのアラ
でとった出汁を掛けて食べる郷土料理「サワラ茶飯」
を作りました。児童からは「サワラはこれまであまり
食べたことがなかったが、とても美味しい。家で作れ
そう」と好評でした。また、「食文化継承とともにサ
ワラで地域の活性化にも繋げよう」と五色町を中心に
市内外の飲食店 9 店舗が「淡路島で獲れた生のサワラ
を使う」ことをルールに料理の提供を開始しました。
ヅケ丼、サワラ茶飯にアレンジを加えた料理などを千
円台で提供し、地域に大小 2 種類のノボリを立てて10
月26日㈰から淡路島の新名物料理として売り出しまし
た。また同日、ウェルネス
パーク五色で行われた「秋
のふれあい青空市」で、今
回の取組みに連動したイ
ベントを開催。生サワラ丼 
約250食を振る舞って PR
に努めました。

淡路島で今や年間50万食
以上を売上げる「淡路島の
生シラス丼」に続けと始動
したこの取り組みに、今、
期待が高まっています。
※ 洲本市のホームページ、五色町商工

会ホームページにて「島の漁師飯 淡
路島の生サワラ丼」のパンフレット
を掲載しております。提供店舗はホー
ムページからご確認ください。

淡路島の生サワラ丼 販売開始！
〜「淡路島サワラ食文化推進協議会」の挑戦〜 地元産大豆で食育教室

JA 兵庫西西播磨営農生活センターは 9 月25日から
4 日間、上郡町立上郡中学校で「地産地消料理教室」
を開き、 2 年生127人が地元産の大豆を使って木綿豆
腐とおからドーナツ作りに挑戦しました。

同 JA 女性会西播磨地区と協力して、2004年から開
催。毎年、同中学校や上郡小学校などを中心に、地産
地消の大切さを伝える食育活動に取り組んでいます。
今回の教室では地元産の大豆 7 キロを使用しました。

26日には、生徒32人が豆腐作りに挑戦。女性会員 7
人が講師となり、ミキサーにかけた大豆を鍋で煮たり、
こし袋で豆乳とおからを分けたりする作業を協力して
取り組みました。生徒は「初めて自分で豆腐を作りま
した。地元産なのでより美味しく感じます」と完成を
喜びました。

同女性会の小谷美惠子会長は、「自分で作る楽しさ
や食の大切さがわかってもらえればうれしいです。子
どもたちとの賑やかな食育活動で、私たちも元気をも
らっています」と話しました。

好評だった「サワラ茶飯」

「秋のふれあい青空市」では播磨
組合長が手渡しで生サワラ丼を PR

地元産大豆で豆腐を作る生徒ら
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最近の消費生活相談事例

インターネット通販で買った

商品が届かない！！

事　例

激安ネット通販で有名ブランドの靴を注文し、指定口座に商
品代金 7,000 円を振り込んだ。事業者から「発送しました」とメー
ルが届いたが、商品が届かない。何度も督促のメールを送ったが、
事業者から返信がない。どうしたらよいか。

【アドバイス】

「ネット通販で商品を注文し、前払いしたが、商品が届かず連絡が取れない」
という相談が多く寄せられています。

通信販売の事業者は、特定商取引法により、「事業者名、所在地、電話番号」
などを正しく表示することが義務付けられています。しかし、事例の事業者のホー
ムページには、電話番号の記載がありませんでした。商品代金をクレジットカー
ド決済した場合は、カード会社に相談して、支払の停止や返金手続きなどを依頼
できる場合があります。しかし、銀行振込みなどで前払いしている場合は、返金
は困難です。警察に相談するとともに、代金を振り込んだ金融機関にもトラブル
の経緯を伝えましょう。

海外事業者の運営サイトであっても、日本語で書かれているため、それと気づ
かず利用してしまうケースがあります。サイト内の日本語が不自然であるときな
どは、特に注意が必要です。

事前に事業者の所在地や連絡先などの情報をしっかり確認しましょう。メール
アドレスしか記載されていないサイトでの取引は危険です。日本国内の所在地が
記載されていても、番地の記載がなかったり、実在しない所在地の場合がありま
す。電話番号についても、いつも話中であったり、応答がない状態で連絡がつか
ないといった場合もあります。所在地や電話番号が実在するかどうかを自分で確
認しましょう。

少しでも疑問や不安を感じた場合には、すぐに、お近くの消費生活相談窓口に
ご相談ください。 （兵庫県生活科学総合センター）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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先
日
、
テ
レ
ビ
で
「
ふ
な
っ
し
ー
」
＆
「
ト
ー

ク
の
達
人
」
の
対
談
番
組
を
観
ま
し
た
。
ハ
イ

テ
ン
シ
ョ
ン
な
、
し
ゃ
べ
る
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

と
は
い
え
、
ど
ん
な
ト
ー
ク
に
な
る
の
か
興
味

深
々
。「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
の
中
に
入
れ
る
（
と

か
言
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
し
ら
？
）
対
談
時

間
の
制
限
も
あ
り
な
が
ら
、
達
人
の
鋭
い
突
っ

込
み
と
の
掛
け
合
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

兵
庫
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
は
ば
タ
ン
」
に

会
う
と
き
も
（
密
か
に
）
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が

る
私
は
、
食
べ
過
ぎ
て
「
着
ぐ
る
み
」
み
た
い

に
な
っ
て
も
、「
私
、“
着
太
り
”
す
る
の
で
…

（
汗
）」
と
い
う
言
い
訳
で
乗
り
越
え
て
（
？
）

来
ま
し
た
が
、
美
味
し
い
も
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

の
年
末
年
始
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
課
題
で
す
。

☆ 

来
年
も
、「
兵
協
連
だ
よ
り
」
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
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第10回「初級経理学校」のご案内

第13回「税務・経理講習会」のご案内

経理担当者の初歩からの人材育成をめざして、生協簿記の基礎知識から決算関係
書類作成までをていねいに指導します。
日　程：1／14㈬、15日㈭、20日㈫、21日㈬、22日㈭
会　場：兵庫県民会館　　受講料：お一人　20,000円（昼食費、交流会費 含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　＊ただし、テキスト代は実費を徴収します。

講　師：三宅 充氏（MM コンサルティング代表）
カリキュラム　 （1）生協簿記の基礎知識　（2）取引と仕訳　（3）主な勘定科目の説明　（4）決算手続き・試算表の作成・

精算表の作成　（5）貸借対照表と損益計算書・剰余金処分案の作成　＊講義・演習問題・練習問題の繰り返し

税務経理の諸問題等についての合同の講習会とクラス別の講習で、生協の税務と経理の実務について学びます。
日　時：1日目：2／17日㈫　9時30分〜18時、2日目：2／18㈬　9時30分〜18時
会　場：兵庫県民会館　　受講料：◦会員生協：無料／◦関連子会社：お一人　5,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　＊ただし、昼食代・テキスト代は実費を徴収します。

講　師：江藤 俊哉氏（税理士）、三宅 充氏（MM コンサルティング代表）、
　　　　宮田 正樹氏（西宮市職員生活協同組合 統括部長）
クラス別講習内容：（1）初級クラス（定員20名）
　　　　　　　　　　　・内容：①税務・経理・財務管理の基本　②簡単な設例に基づく税務申告書の書き方
　　　　　　　　　（2）中上級・関連子会社（株式会社）クラス（定員20名）
　　　　　　　　　　　・内容：①設例に基づく税務申告書の作成（演習含む）　②上級者用設例による解説

兵庫県生協連では「初級経理学校」「税務・経理講習会」を独自で開催しています。
2015 年開催の日程が決まりましたので、ご案内いたします。

参加申し込み・お問い合わせ：兵庫県生協連　TEL. 078-391-8634

〜ひょうご安全の日のつどい〜

1.17ひょうごメモリアルウォーク2015
〜東日本大震災被災地の復興を応援します〜

震災時を思い起こしながら、緊急時の避難路、救援路を歩き、
防災意識を新たにするとともに、ゴールとなる HAT 神戸・
なぎさ公園で開催される「1.17のつどい」に参加しませんか。

開催日：2015年1月17日㈯
参加費：無料（事前申込要）

●事前参加申し込み・お問い合わせ
ひょうご安全の日推進県民会議 事務局
〒650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1（兵庫県復興支援課内）
TEL：078-362-9984　 FAX：078-362-4459
＊ 電話でのお問い合わせ時間……9：00〜17：30　　　12/29〜1/3、土日祝は除く。 主催：ひょうご安全の日推進県民会議

コース名 スタート会場 スタート時間
東15kmコース 西宮市役所（西宮市六湛寺町） 午前  8：00
東10kmコース 芦屋市川西運動場（芦屋市川西町） 午前  8：30
東  2kmコース 王子公園補助競技場（神戸市灘区） 午前11：00
西15kmコース 須磨海浜公園（神戸市須磨区） 午前  8：00
西10kmコース 県立文化体育館（神戸市長田区） 午前  8：30
西  5kmコース 神戸市立中央体育館（神戸市中央区） 午前  9：00
子ども（親子）ウォーク
西  5kmコース 神戸市立中央体育館（神戸市中央区） 午前  9：00

このほか、事業所・学校などの単位で、災害時帰宅困難者の徒歩帰宅訓
練を目的として実施する「帰宅訓練ウォーク」もあります。
＊ 当日開催の有無は、ひょうご安全の日公式サイトほか、電話案内（0180-991-546）

でもお知らせします。

阪神淡路20年
〜1.17は忘れない〜

ウォーク
コース
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